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               【第 26 号】       鹿児島県経済連･肥料農薬課 

茶園に使用する農薬の系統・特性と効果・使用法について 

     （殺ﾀﾞﾆ剤・・・ﾀﾞﾆ防除剤） 

茶園の管理作業などはほぼ終わり、今年も残り少なくなりました。今回も引き続き茶園に使用す

る農薬殺ﾀﾞﾆ剤を系統別に作用や特性、効果について紹介します。薬剤は系統別に整理し、理解し

てください。この時期に少し勉強し、防除技術や効果的な農薬の使用法などの知識を習得してくだ

さい。殺ﾀﾞﾆ剤の登録変更では、茶ちゃっとﾌﾛｱﾌﾞﾙが登録失効になりました。 

 

（1） 殺ﾀﾞﾆ剤の作用特徴と使用法 

 殺ﾀﾞﾆ剤は主にﾀﾞﾆ類に殺虫効果を示す薬剤ですが、ﾊﾀﾞﾆに有効な剤とｻﾋﾞﾀﾞﾆ類、ﾎｺﾘﾀﾞﾆと広く有

効な剤があります。また、一部昆虫害虫にも殺虫効果を示すものがあり、ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀ （ーﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ）

ﾐﾙﾍﾞﾉｯｸ（ﾎｿｶﾞ、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ、ｱﾌﾞﾗﾑｼ）、ｱｸﾞﾘﾒｯｸ（ｽﾘｯﾌﾟｽ、ｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ、ﾎｿｶﾞ、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ、ｳﾝｶ）

ｻﾝﾏｲﾄ（ｳﾝｶ、ｽﾘｯﾌﾟｽ）などがあります。 

 

 殺ﾀﾞﾆ作用は電子伝達系呼吸阻害（ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞ、ｽﾀｰﾏｲﾄ、ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞ、ｶﾈﾏｲﾄ、ﾋﾟﾗﾆｶ）神経伝達系阻害

（ﾏｲﾄｺｰﾈ、ﾐﾙﾍﾞﾉｯｸ、ｱｸﾞﾘﾒｯｸ）脂質生合成阻害（ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰ）、ふ化・脱皮阻害（ﾊﾞﾛｯｸ）などがあり

ます。ﾏｼﾝ油剤や脂肪酸ｸﾞﾘｾﾘﾄﾞ剤は油膜でﾀﾞﾆの皮膚・気門の封鎖で致死させる剤です。 

 

 殺ﾀﾞﾆ剤には殺成虫効果はなく、殺卵、殺幼若虫を主作用とする剤（ﾊﾞﾛｯｸ、ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰ）と卵から 

成虫まで全ｽﾃｰｼﾞに効果がある剤（ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞ、ﾏｲﾄｺｰﾈ、ｽﾀｰﾏｲﾄ、ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞ）さらに殺成虫、殺幼若虫 

作用が高く、殺卵作用はやや弱い剤（ｵﾏｲﾄ、ﾐﾙﾍﾞﾉｯｸ ｱｸﾞﾘﾒｯｸ）などがあります。また剤の速効性

や残効性も効果発現に重要な要因になります。 

 

一般に殺卵、殺幼若虫効果で、残効性の優れるﾊﾞﾛｯｸやﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰは春期越冬後ﾀﾞﾆの増殖開始期の 

防除に適し、卵から成虫まで全ｽﾃｰｼﾞに効果があります。速効性の剤は発生増加期の被害防止の防

除に適し、夫々使い分けすることが必要です。 

 

 ﾊﾀﾞﾆなどの発生部位は葉裏であるため、薬剤の浸透移行性が望まれますが、現在使用されている 

殺ﾀﾞﾆ剤は何れも浸透移行性はなく、このため葉裏に薬液が良くかかるよう散布法に留意する必要

があります。また、一般的に殺ﾀﾞﾆ剤はﾀﾞﾆの増殖や生態などから薬剤抵抗性が発現しやすいといわ

れていますが、現在使用薬剤は適切な使用回数抑制やﾛｰﾃｰｼｮﾝ使用で発現はみられていません。年

1 回使用など適正使用を継続することが大切と思われます。 



（2） 主要殺ﾀﾞﾆ剤の系統と特性・特徴 

  系統  主な薬剤       特 性   特 徴 

亜硫酸ｴｽﾃﾙ系 

BPPS 

ｵﾏｲﾄ 接触的殺虫作用で、運動機能障害（麻痺）を起こし殺虫する。 

幼虫、幼若虫、成虫に活性を示し、ふ化直後の幼虫に効果が高い。  殺

殺卵活性は弱く、ふ化直前の卵は高い耐性を示す。 

速効性であるが、残効性もやや優れる。低温期にも比較的安定し 

た効果を示す。茶新芽に薬害発生の恐れがあり、一番茶萌芽前に  

使用する。捕食性ﾀﾞﾆや天敵への影響は少ない。米国、EU への 

輸出茶栽培園に使用できる。 

ｵｷｻｿﾞﾘﾝ系 

ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 

 

 

  

ﾊﾞﾛｯｸ 殺ﾀﾞﾆ作用はふ化阻害、幼虫・幼若虫に対する脱皮阻害である。 

殺卵作用もある。殺成虫作用はないが、処理された雌成虫の産下

卵ふ化抑性作用がある。浸透移行性はなく、主に接触毒的に作用

する。遅効的で、残効性が優れ、長期間発生を抑える。越冬後の

発生初期の産卵・幼虫ふ化・増殖初期使用に適する。米国、EU

輸出茶栽培園に使用できる。ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆなど天敵、有用昆虫に対す

る影響は少ない。 

環状ｹﾄｴﾉｰﾙ系 

ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ 

ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰ 脂質の生合成を阻害し、殺ﾀﾞﾆする。ﾊﾀﾞﾆの卵・幼虫に高い活性

を示す。殺成虫効果は弱いが、雌成虫の産卵数減少や産下卵の未

ふ化、ふ化後幼虫死亡などの作用効果がある。遅効的で、長期間

密度抑性効果があり、越冬後の産卵、増殖開始期の防除に適する。

浸透移行性はない。ｻﾋﾞﾀﾞﾆ類、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐに対する防除効果も

みられる。天敵、有用昆虫に対する影響は少ない。 

米国、EU、台湾輸出茶栽培園にも使用できる。 

ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞ ﾊﾀﾞﾆの電子伝達系呼吸阻害による殺ﾀﾞﾆ作用である。ﾊﾀﾞﾆ類の全

発育ｽﾃｰｼﾞに活性を示し、特に幼虫に対する効果は高い。浸透移

行性はなく、効果発現は速効的で、残効性も優れ、多発生状態で

の防除効果が高い。天敵、有用昆虫などへの影響は少ない。 

春期や夏期の発生の多い状況での防除に適する。米国輸出茶栽培

園に使用できる。 

ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ 

 

 

 

＋ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 

ｽﾀｰﾏｲﾄ 

 

  

ﾊﾀﾞﾆの電子伝達系呼吸阻害による殺ﾀﾞﾆ作用である。ﾊﾀﾞﾆの卵か

ら成虫まで全発育ｽﾃｰｼﾞに活性が高い。速効性で、残効性も比較

的に優れる。浸透移行性はなく、接触的に作用する。天敵、有用

昆虫に対する影響は少ない。 

ｽﾀｰﾏｲﾄﾌﾟﾗｽ ｽﾀｰﾏｲﾄにｻﾋﾞﾀﾞﾆ、ﾎｺﾘﾀﾞﾆ類に活性の高いﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ(ｻﾝﾏｲﾄ)を混合し

た剤で、ﾊﾀﾞﾆ、ｻﾋﾞﾀﾞﾆ、ﾎｺﾘﾀﾞﾆの同時防除が可能である。 



ﾋﾟﾌﾙﾌﾞﾐﾄﾞ 

 

 

 

 

＋ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ 

 

ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞ 

 

  

ﾊﾀﾞﾆのﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ電子伝達系呼吸阻害作用により、殺ﾀﾞﾆ活性を示

す。ﾊﾀﾞﾆの成虫、幼若虫、幼虫に高い活性を示し、発生増加期で

も効果を示す。浸透移行性はないので、葉裏に十分散布する。 

既存電子伝達系阻害剤抵抗性のﾊﾀﾞﾆにも効果を示す。残効性も優

れる。天敵、有用昆虫に対する影響は少ない。 

ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽ ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞにｻﾋﾞﾀﾞﾆ、ﾎｺﾘﾀﾞﾆ類に活性の高いﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ剤(ﾀﾞﾆﾄﾛﾝ)

を混合した剤で、ﾊﾀﾞﾆ、ﾎｺﾘﾀﾞﾆ、ｻﾋﾞﾀﾞﾆの同時防除が可能である。 

ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ ﾏｲﾄｺｰﾈ 神経系毒による殺ﾀﾞﾆ作用と思われる。浸透移行性はなく、接触

毒、吸汁毒で、活性を示す。ﾊﾀﾞﾆ、ｻﾋﾞﾀﾞﾆ類に高い活性を示し、 

成虫、幼若虫に高い効果で、殺卵効果は劣る。速効的殺虫ではな

いが、麻痺状態から 3－4 日で死亡させる。残効性もある。 

既存の殺ﾀﾞﾆ剤に感受性の低下したﾀﾞﾆにも有効である。有用昆

虫、天敵への影響は少ない。台湾輸出茶栽培園に使用できる。 

ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系 

ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ 

ｱﾊﾞﾒｸﾁﾝ 

 

ﾐﾙﾍﾞﾉｯｸ 

ｱｸﾞﾘﾒｯｸ 

神経伝達系 GABA に作用し、伝達阻害により麻痺を起し、殺ﾀﾞﾆ

作用を示す。接触毒作用もあるが、吸汁毒作用が顕著である。 

殺成虫、殺幼若虫効果が顕著で、産卵抑性効果もある。極めて速

効性で、残効性はやや劣る。ﾊﾀﾞﾆ多発時の速効を期待する状況で

の防除に適する。ﾊﾀﾞﾆ、ｻﾋﾞﾀﾞﾆ、ﾎｺﾘﾀﾞﾆ類など広範囲のﾀﾞﾆに有

効で、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐにも有効であるが、天敵、ｹﾅｶﾞｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆに対し

影響がやや強く、散布 20―30 日後にﾊﾀﾞﾆの異常増殖がみられる

ことがある。 

ｱｸﾞﾘﾒｯｸはｽﾘｯﾌﾟｽ、ﾎｿｶﾞ、ﾊﾏｷﾑｼ、ﾁｬﾄｹﾞなどにも広く有効である。 

ｱｸﾞﾘﾒｯｸは米国輸出茶栽培に使用可能である。ﾐﾙﾍﾞﾉｯｸは輸出茶栽

培の秋冬番茶表示不可防除体系では最終摘採後から秋整枝まで

の使用は可能である。 

ｱｾｷﾉｼﾙ ｶﾈﾏｲﾄ ﾊﾞﾆの電子伝達系呼吸阻害により殺ﾀﾞﾆ活性を示す。食毒、接触毒

により効果を示す。ﾊﾀﾞﾆの卵から成虫まで各発育ｽﾃｰｼﾞに対し効

果があり、速効性で、残効性もみられる。浸透移行性はないので、

葉裏に十分かかるように散布する。温度に影響されにくい。天敵、

有用昆虫への影響は少ない。茶園への使用は少ないが、米国輸出

茶栽培園にも使用できる。 

ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ ﾋﾟﾗﾆｶ ﾊﾀﾞﾆの電子伝達系呼吸阻害により殺ﾀﾞﾆ活性を示す。食毒、摂食

毒により効果を示す。ﾊﾀﾞﾆの卵から成虫まで全発育ｽﾃｰｼﾞに対し

効果があり、速効性で、残効性も優れる。ﾎｺﾘﾀﾞﾆ、ｳﾝｶにも有効

である。温度による効果への影響が少なく、天敵・有益昆虫への

影響は少ない。茶園への使用は少ない。 



ﾏｼﾝ油剤 ｽﾌﾟﾚｰｵｲﾙ 

ﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ 

ﾄﾓﾉｰﾙ S 

ﾗﾋﾞｻﾝｽﾌﾟﾚｰ 

有機農産物 JAS 規格において使用が認められている剤である。 

殺虫作用は物理的で、卵や虫体を油で皮覆して窒息や気門や皮膚

から浸透して致死させる。従って、散布むらが大きいと効果が低

下する。天敵に対し影響が少なく、抵抗性発現の恐れがない。 

散布時期により、茶芽の耐凍性低下や赤焼病の発生を助長するこ

とがあり、注意を要する。ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ、ｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑ

ｼに有効である。許容値設定除外で。輸出茶栽培園に使用できる。 

脂肪酸ｸﾞﾘｾﾘﾄﾞ

剤 

ｻﾝｸﾘｽﾀﾙ乳剤 植物ﾔｼ油の食用油を成分とする剤で、安全性が高い。有機農産物 

JAS 規格において使用が認められている剤である。 

殺虫作用はﾏｼﾝ油剤同様虫体を油膜で覆い、物理的に窒息致死さ

せる。天敵への影響は少なく、抵抗性の発現の恐れはない。 

防除効果は緩慢である。ﾊﾀﾞﾆ、ｻﾋﾞﾀﾞﾆに有効で、摘採前日まで使

用でき、有機栽培 JAS 規格茶園に適する。高温時使用は薬害を起

こすことがある。また、ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系薬剤と混用散布、近接散布は

薬害を生じる恐れがあるので避ける。 

※ 太字網掛け剤は地区茶栽培暦採用薬剤 

 



 

 

 

     
                   

                               

           

                   

                   

                     

                       

                                

             

                                       

                   


